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G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
八
年
九
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
三
百
四
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
十
二
条
の
十
）」を
「
第
六
十
二
条
の
十
五
）」に
、「（
第
六
十
二
条
の
十
一
e

第
六
十
二
条
の
二
十

七
）」を「（
第
六
十
二
条
の
十
六
e

第
六
十
二
条
の
三
十
二
）」に
、「（
第
六
十
二
条
の
二
十
八
）」を
「（
第
六
十
二
条
の

三
十
三
）」に
、「
第
六
十
二
条
の
二
十
九
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
十
四
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
中
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
関
税
」
を
「
関
税
等
」
に
改
め

る
。第

九
条
の
五
の
見
出
し
を「（
関
税
が
過
誤
納
と
な
つ
た
日
）」に
改
め
、
同
条
中「（
還
付
加
算
金
）」を「（
還
付
及
び

充
当
）」に
改
め
、「
の
法
定
納
期
限
」
の
下
に「（
法
第
十
二
条
第
八
項
（
延
滞
税
）に
規
定
す
る
法
定
納
期
限
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中「（
納
税
申
告
）」を「（
申
告
）」に
改
め
、
同
条
を
第
九
条

の
六
と
す
る
。

第
九
条
の
四
を
第
九
条
の
五
と
す
る
。

第
九
条
の
三
の
見
出
し
中
「
過
少
申
告
加
算
税
」
を
「
過
少
申
告
加
算
税
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
無
申
告
加
算
税
に
代
え
て
重
加
算
税
を
課
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
無
申
告
加
算
税
に
つ
い
て
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
（
無
申
告
加
算
税
）
の
規
定
に
よ
り
加
算
す
べ
き
金
額
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
重
加
算
税
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
無
申
告
加
算
税

の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
税
額
か
ら
控
除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
無
申
告
加
算
税
以

外
の
部
分
の
無
申
告
加
算
税
に
代
え
、
重
加
算
税
を
課
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
の
身
分
保
障
）

第
六
条

委
員
は
、
合
議
制
の
機
関
に
よ
り
、
心
身
の
故

障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場

合
又
は
職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し

な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
い
て
は
、

在
任
中
、
そ
の
意
に
反
し
て
罷
免
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

も
の
と
す
る
。

（
委
員
の
服
務
）

第
七
条

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を

漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
。

２

委
員
は
、
在
任
中
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の

役
員
と
な
り
、
又
は
積
極
的
に
政
治
運
動
を
し
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
。

（
委
員
長
）

第
八
条

合
議
制
の
機
関
に
委
員
長
を
置
く
も
の
と
し
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
合
議
制
の
機
関
を
代

表
す
る
も
の
と
す
る
。

３

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
も
の
と
す

る
。

（
専
門
委
員
）

第
九
条

合
議
制
の
機
関
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
て
十
分
な

知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
都
道
府
県

知
事
が
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
三
を
第
九
条
の
四
と
し
、
第
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
期
限
内
特
例
申
告
書
を
提
出
す
る
意
思
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

第
九
条
の
三

法
第
十
二
条
の
三
第
五
項
（
無
申
告
加
算
税
）
に
規
定
す
る
期
限
内
特
例
申
告
書
を
提
出
す
る
意
思

が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す

る
。

一

法
第
十
二
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
期
限
後
特
例
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
前
の
日
ま
で
の
間
に
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
無
申
告
加
算
税
又
は
重
加
算
税
を
課

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
と
き
。

二

前
号
に
規
定
す
る
期
限
後
特
例
申
告
書
に
係
る
納
付
す
べ
き
税
額
の
全
額
が
法
第
十
二
条
第
八
項
第
一
号

（
延
滞
税
）
に
掲
げ
る
提
出
期
限
（
当
該
期
限
後
特
例
申
告
書
に
係
る
納
付
に
つ
い
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織

に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
（
口
座
振

替
納
付
に
係
る
納
付
書
の
送
付
等
）
に
規
定
す
る
依
頼
を
税
関
長
が
受
け
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該
期
限
後
特

例
申
告
書
を
提
出
し
た
日
）
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
た
場
合

第
五
十
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中「（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）」を
削
る
。

第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
第
六
十
二
条
の
十
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
二
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六

十
二
条
の
十
三
」
に
、「
育
成
者
権
者
」
を
「
特
許
権
者
、
実
用
新
案
権
者
、
意
匠
権
者
、
商
標
権
者
若
し
く
は
育
成

者
権
者
又
は
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
（
法
第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
を
い

う
。
次
項
、
第
三
項
第
四
号
及
び
第
六
十
二
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
の
二
第

一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
育
成
者
権
者
」
を
「
特
許
権
者
、
実
用
新
案

権
者
、
意
匠
権
者
、
商
標
権
者
、
育
成
者
権
者
若
し
く
は
不
正
競
争
差
止
請
求
権
者
（
次
項
及
び
第
四
項
第
二
号
に

お
い
て
「
権
利
者
」
と
総
称
す
る
。）」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
育
成
者
権
者
」
を
「
権
利
者
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
疑
義
貨
物
」
の
下
に「（
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
係
る
認
定
手
続
に
係
る

も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
育
成
者
権
」
を
「
特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
又
は
育
成
者
権
（
次
条

に
お
い
て
「
権
利
」
と
総
称
す
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号

と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

疑
義
貨
物
（
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
係
る
認
定
手
続
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

に
係
る
商
品
等
表
示
又
は
商
品
の
形
態
（
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
（
定
義
）
に
規
定
す
る
商
品
等
表
示
又
は
商
品
の
形
態
で
あ
つ
て
、
不
正
競
争
差
止

請
求
権
者
に
係
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
内
容

（
部
会
）

第
十
条

合
議
制
の
機
関
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
委
員
長

が
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

３

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員

の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。

４

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
も
の
と

す
る
。

５

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す

る
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る

者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
議
事
）

第
十
一
条

合
議
制
の
機
関
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集

す
る
も
の
と
す
る
。

２

合
議
制
の
機
関
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け

れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
と
す
る
。

３

合
議
制
の
機
関
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半

数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長
の
決
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
部
会
の
議
事
に
つ
い
て
準
用
す

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

総
務
大
臣

竹
中

平
蔵

š
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